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内
閣
衆
質
一
五
四
第
三
一
号

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

衆
議
院
議
長

綿
貫
民
輔
殿

衆
議
院
議
員
山
内
恵
子
君
提
出

原
子
力･

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
交
付
金
の
創
設
が
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る

こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

内
閣
衆
質
一
五
四
第
三
一
号

平
成
十
四
年
三
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

衆
議
院
議
長

綿
貫
民
輔
殿

さ
き
に
送
付
を
受
け
た
貴
院
議
員
山
内
恵
子
君
提
出
「
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
交
付
金
の
創
設
が
憲
法
及
び
教
育

基
本
法
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
」
に
対
し
て
は
、
国
会
法
第
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
答
弁
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
理
由
及
び
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
別
紙
の
と
お
り
通
知
す
る

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員
山
内
恵
子
君
提
出
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
交
付
金
の
創
設
が
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
に
違
反
す
る
疑

い
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
に
つ
い
て

一
．
所
定
の
期
限
ま
で
に
答
弁
で
き
な
い
理
由

質
問
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
日
時
を
要
す
る

た
め

一
．
答
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限

平
成
十
四
年
四
月
一
日

衆
議
院
議
員
山
内
恵
子
君
提
出
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
交
付
金
の
創
設
が
憲
法
及
び
教
育
基
本
法

に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て

一
般
に
、
特
定
の
施
策
が
日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
に
反
す
る
か
ど

う
か
は
、
当
該
施
策
の
具
体
的
内
容
に
即
し
て
個
別
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
そ
の
時
々
の
政
権

担
当
者
が
自
ら
の
政
策
を
宣
伝
・
教
育
す
る
た
め
に
学
校
教
育
を
利
用
す
る
こ
と

、

「
特
定
の
政
策
を
教
育
の
場

」

で
宣
伝
・
教
育
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と

（
中
略
）
特
定
の
政
策
の
宣
伝
・
教
育
を
促
す
こ
と
、
あ
る
い
は
事
実
上
強

、

制
す
る
こ
と
」
が
具
体
的
に
政
府
の
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
一
概
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

、

、

、

な
お

学
習
指
導
要
領
は

指
導
事
項
の
一
つ
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
を
挙
げ
て
い
る
が

こ
れ
は
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
、
国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
理
解
を

、

、

、

、

深
め

自
ら
考
え

判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

同
事
項
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
及

び
教
育
基
本
法
上
、
何
ら
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

一
の
３
及
び
４
に
つ
い
て

ご
指
摘
の
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
に
原
子
力
委
員
会
が
決
定
し
た
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に

関
す
る
長
期
計
画
」
に
お
い
て
は

「
原
子
力
に
関
す
る
教
育
」
を
、
国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に

、

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
ら
考
え
、
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

必
要
な
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
一
方
的
な
観
念
を
植
え
付
け
る
よ
う
な
内

容
の
教
育
と
し
て
記
述
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

一
の
５
に
つ
い
て

初
等
中
等
教
育
の
振
興
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
援
助
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
等
の
事
務
を
所
轄
す
る

文
部
科
学
省
が
、
科
学
技
術
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、
原
子
力
政
策
の
う
ち
科
学
技
術
に
関
す
る
も
の

に
関
す
る
こ
と
等
の
事
務
を
所
掌
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
が
教
育
の
場
に
お
い
て
、
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
一
方

的
な
観
念
を
植
え
付
け
る
よ
う
な
内
容
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
育
へ
の
「
不
当
な
支

配
」
を
促
す
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。

二
の
１
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
予
算
に
お
け
る
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
教
育
支
援
事
業
交
付
金
（
以
下
「
教
育
支
援
交

付
金
」
と
い
う

）
は
、
国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
ら

。

考
え
、
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
が
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿

っ
て
主
体
的
に
実
施
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
教
育
に
係
る
取
組
を
国
と
し
て
支
援
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
、
各
学
校
等
が
、
一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う



- 2 -

な
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
創
意
工
夫
し
て
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
教
育
支
援
交
付
金
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
教
育
へ
の
「
不
当
な
支
配
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
教
育
支
援
交
付
金
は
、
御
指
摘
の
「
原
子
力
推
進
政
策
に
沿
っ
た
交
付
申
請
を
促
」
す
も
の
で
は
な
く
、

右
に
述
べ
た
環
境
の
整
備
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

二
の
２
に
つ
い
て

、

、

、

教
育
支
援
交
付
金
は

二
の
１
に
つ
い
て
で
述
べ
た
趣
旨
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

こ
れ
を
予
算
に
計
上
し

支
出
し
た
と
し
て
も
日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

教
育
支
援
交
付
金
は
、
現
在
、
電
源
開
発
促
進
税
の
収
入
を
財
源
と
し
て
行
う
「
電
源
立
地
対
策
」
で
あ
る
「
発

電
用
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
の
財
政
上
の
措
置
」
を
定
め
た
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
予
算
の
執
行
に
先
立
ち
、
同
令
を

改
正
し
て
「
電
源
立
地
対
策
」
に
教
育
支
援
交
付
金
の
交
付
を
加
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
教
育
支
援
交
付
金

は
、
全
国
の
都
道
府
県
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
電
源
立
地
地
域
の
住
民
に
限
ら
ず
広
く
国
民
の
一
人
一
人

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
、
自
ら
考
え
、
判
断
す
る
力
を
有
す
る
こ
と
は
、

原
子
力
発
電
施
設
等
の
立
地
の
問
題
に
つ
い
て
的
確
に
判
断
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
、
電
源
開
発
促
進
対
策

特
別
会
計
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
八
十
号
）
は
、
発
電
用
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
の
財
政
上
の

、

、

措
置
に
係
る
地
域
に
つ
い
て
何
ら
限
定
を
加
え
て
お
ら
ず

こ
れ
ま
で
も
同
令
第
一
条
第
一
項
第
十
六
号
に
基
づ
き

全
国
を
対
象
に
、
原
子
力
発
電
施
設
等
の
設
置
の
必
要
性
に
関
す
る

知
識
の
普
及
に
要
す
る
費
用
に
係
る
委
託
費

の
交
付
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
都
道
府
県
を
対
象
と
し
た
教
育
支

援
交
付
金
の
交
付
を
「
電
源
立
地

対
策
」
と
し
て
行
う
こ
と
は
、
同
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
予
算
に
お
い
て
、
教
育
支
援
交
付
金
が
事
項
「
電
源
立
地

地
域
に
お
け
る
安
全
対
策
等
の
推
進
に
必
要
な
経
費
」
の
説
明
項
目
の
う
ち
「
原
子
力
発
電
施
設
等
が
設
置
さ
れ
て

い
る
地
域
等
に
お
け
る
放
射
線
監
視
施
設
の
設
置
に
必
要
な
事
業
費
等
に
充
て
る
た
め
の
都
道
府
県
等
に
対
す
る
交

付
金
等
」
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
都
道
府
県
等
に
対
す
る
交
付
金
で
安
全
対
策
や
理
解
増
進
を
主
た
る
目
的
と
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
の
説
明
項
目
に
含
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
放
射
線
監

」

、

。

視
施
設
の
設
置
に
必
要
な
事
業

は

同
説
明
項
目
に
含
ま
れ
る
事
業
の
一
例
と
し
て
表
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

二
の
３
に
つ
い
て

教
育
支
援
交
付
金
は
、
各
都
道
府
県
が
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
て
主
体
的
に
実
施
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

子
力
に
関
す
る
教
育
に
係
る
取
組
を
国
と
し
て
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
教
育
支
援
交
付
金
を
活
用
し

た
各
都
道
府
県
の
主
体
的
な
取
組
を
各
学
校
で
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

。

、

、

、

、

ら
れ
て
い
る

し
た
が
っ
て

教
育
支
援
交
付
金
は

各
学
校
が
地
域
や
学
校

児
童
・
生
徒
の
実
態
等
を
踏
ま
え

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
行
う
と
い
う
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。

二
の
４
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
が
指
導
事
項
の
一
つ
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
社
会

生
活
を
営
む
上
で
、
国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
ら
考

え
、
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
こ
ろ
、
教
育
支
援
交
付
金
は
、
こ
の
よ
う
な

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

二
の
５
に
つ
い
て

御
指
摘
の
財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
の
冊
子
は
、
学
校
関
係
者
や
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
同
財

団
の
高
等
学
校
教
材
開
発
委
員
会
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
同
冊
子
は
、
原
子
力
を
含
む
多
く

、

、

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
欠
点

茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村
で
発
生
し
た
臨
界
事
故
等
の
課
題
を
示
し

こ
れ
ら
に
つ
い
て
生
徒
が
自
ら
調
べ
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
各
学
校
が
必
要

に
応
じ
て
関
連
す
る
題
材
を
選
ん
で
活
用
で
き
る
よ
う
な
選
択
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
同
冊
子
を
学
校
教
育
の
場

で
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
自
主
的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
誤
っ
た

、

知
識
や
一
方
的
な
観
念
を
子
ど
も
に
植
え
付
け
る
よ
う
な
内
容
の
教
育
を
施
す
こ
と
を
強
制
す
る
」
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
。

二
の
６
に
つ
い
て

教
育
支
援
交
付
金
は
、
各
都
道
府
県
が
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
て
主
体
的
に
実
施
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

子
力
に
関
す
る
教
育
に
係
る
取
組
を
国
と
し
て
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
子
力
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
ら
考
え
、
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
を
進
め

る
上
で
有
意
義
な
も
で

あ
る
と
考
え
る
。


